
いわき市議会だより

主な掲載内容（令和６年12月定例会）
定例会の概要� ２
委員会審査� ４
討論・賛否の状況・意見書� ５

一般質問� ６
一般質問・お知らせ� 11
決算の認定� 12

議員定数のあり方及び
議員の長期欠席の取扱いに
関する検討特別委員会の設置� 12

ほうれんそう／ほうこく・れんらく・そうだんの意味と、ほうれんそうから連想する「パワー」から活力ある議会活動をイメージしています。

■令和７年（2025年）２月10日　第208号
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き
、
認
定
を
受
け
た
マ
ン
シ
ョ
ン

は
、
管
理
の
適
正
化
に
向
け
た
自

主
的
な
取
組
が
推
進
さ
れ
る
こ
と

や
、
市
場
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

○�

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
推
進

セ
ン
タ
ー

　
管
理
組
合
に
よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン

の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
一
般
財

団
法
人
で
あ
っ
て
、
国
土
交
通
大

臣
が
指
定
し
た
も
の
。

○
長
期
修
繕
計
画

　
将
来
予
想
さ
れ
る
修
繕
工
事
等

を
計
画
し
、
必
要
な
費
用
を
算
出

し
て
、
月
々
の
修
繕
積
立
金
を
設

定
す
る
た
め
に
作
成
す
る
も
の
。

◆
い
わ
き
市
公
告
式
条
例
及
び
い

わ
き
市
支
所
設
置
条
例
の
改
正

　
い
わ
き
市
川
前
支
所
に
つ
い
て
、

施
設
の
老
朽
化
等
に
よ
り
移
転
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

【
改
正
内
容
】

条

例

制

定

◆
い
わ
き
市
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理

の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律

関
係
手
数
料
条
例
の
制
定

　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化

の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

よ
り
行
う
事
務
に
つ
い
て
徴
収
す

る
手
数
料
に
関
し
必
要
な
事
項
を

定
め
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

【
主
な
制
定
内
容
】

○
手
数
料

　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
の
管

理
者
等
が
作
成
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン

の
管
理
に
関
す
る
計
画
の
認
定
、

更
新
及
び
変
更
の
申
請
に
対
す
る

審
査
に
係
る
手
数
料
の
額
を
規
定

す
る
。

いわき市マンションいわき市マンションのの管理管理のの適正化適正化のの推進推進にに関関するする法律関係法律関係
手数料条例手数料条例のの制定制定などなど 81議案 81議案等を等を可決・承認・同意・認定可決・承認・同意・認定

　
令
和
６
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
５
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で
の
14
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
会
議
初
日
に
、
市
長
か
ら
、
条
例
の
制
定
案
２
件
、
廃
止
案
２
件
、
改
正
案
６
件
、
補
正
予
算
案
17

件
な
ど
、
計
43
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
主
な
提
出
議
案
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
市
政

を
取
り
巻
く
諸
問
題
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
か
ら
請
願
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
最
終
日
に
、
市
長
か
ら
、
条
例
の
改
正
案
３
件
、
補
正
予
算
案
12
件
、
人
事
案
５
件
が
追

加
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
議
案
に
つ
い
て
は
、
可
決
・
承
認
・
同
意
、

請
願
に
つ
い
て
は
不
採
択
、10
月
臨
時
会
か
ら
継
続
審
査
中
の
決
算
議
案
に
つ
い
て
は
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
の
概
要

条

例

改

正

【
施
行
日
】
令
和
７
年
４
月
１
日

【
用
語
の
説
明
】

○
管
理
に
関
す
る
計
画
の
認
定

　
市
が
「
市
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適

正
化
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
管
理

組
合
の
管
理
者
等
が
作
成
し
た
管

理
計
画
を
認
定
す
る
こ
と
が
で

令和６年12月定例会

区　分 長期修繕計画�
の数が1の場合

長期修繕計画�
の数が２以上の場合

マンション管理適正化推進セン
ターが作成した法第５条の４各
号に掲げる基準（都道府県等マ
ンション管理適正化指針に関す
る部分を除く。）に適合している
ことを示す書類（以下この表に
おいて「事前確認適合証」とい
う。）が提出されない場合

25,400円

25,400円に１を
超える長期修繕
計画の数14,600
円を乗じて得た
額を加算した額

事前確認適合証が提出された
場合 3,600円

3,600円に1を超
える長期修繕計
画の数に1,600
円を乗じて得た
額を加算した額

区　分 長期修繕計画�
の数が１の場合

長期修繕計画�
の数が２以上の場合

管理組合の運営に�
係る事項の変更 4,700円 4,700円に1を超える長期修繕計画の数に

2,600円を乗じて得た額を加算した額

管理規約の変更 3,900円 3,900円に1を超える長期修繕計画の数に
2,600円を乗じて得た額を加算した額

管理組合の経理に�
係る事項の変更 4,500円 4,500円に1を超える長期修繕計画の数に

2,700円を乗じて得た額を加算した額

長期修繕計画の�
変更 9,400円 9,400円に1を超える長期修繕計画の数に

4,800円を乗じて得た額を加算した額

その他の変更 2,900円 2,900円に1を超える長期修繕計画の数に
1,900円を乗じて得た額を加算した額

1�所在地、
　位置
���の変更

▶現行　川前町川前字

　　　　五林６番地

▼
▶改正　川前町下桶売

　　　　字久保田96番

　　　　地の２

⑴
　
認
定
、
更
新
申
請
手
数
料

⑵
　
変
更
申
請
手
数
料
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◆事業実績・見込み 

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６当初 今回

８世帯 14世帯

30世帯

うち子育て加算

19件

30世帯

うち子育て加算

26件
24世帯

１世帯 １世帯

子育て世帯
の移住

（＋7件）

補  正  予  算
－ 主な事業 －

人
事
案
に
同
意

○
教
育
委
員
会
委
員

　
　
小こ

・
林

ば
や
し

・
利と

し

・
明あ

き

　
氏
・

○
公
平
委
員
会
委
員

　
　
木き

・
戸ど

・
順

じ
ゅ
ん

・
一い

ち

・
氏
・

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　
　
中な

か

・
野の

・
由ゆ

か

り

香
利
　
氏
・

　
　
河か

わ

・
合い

・
真ま

ち

こ

智
子
　
氏
・

○
田
人
財
産
区
管
理
委
員

　
　
稲い

な

・
村む

ら

・
弘ひ

ろ

・
行ゆ

き

　
氏
・

〈令和６年度いわき市一般会計補正予算（第５号）〉

　新型コロナウイルスの継続発生やインフルエンザ等の感染症が流行時期を迎えることなどに伴い、子ども

医療の助成件数・給付費に増加が見込まれるため、事業費を増額する。�【担当 : 保健福祉課　☎22ｰ7451（直通）】

子ども医療給付費　【補正額】1億1,506万4千円

　食料品価格等の高騰が続く中、子育て世帯の経済的負

担を増やすことなく、市内小・中学校において、質や量を

保った給食の提供継続を図るため、食材料費高騰分相当

額を支援する。� 【担当 : 学校支援課　☎22ｰ7594（直通）】

小・中学校における学校給食費の高騰対策　【補正額】8,544万円

　本市への移住促進等を図るため、一定の要件のもと東京圏から本市へ移住し起業・就業した方などに対して

交付する支援金について、子育て世帯の移住見込者数の増加等に伴い、事業費を増額する。

UIJターン支援事業費　【補正額】844万円

　アサヒビール株式会社からの企業版ふるさと寄附金を活用し、

令和７年３月９日に予定している『いわき七浜おさかなフェス

ティバル2025』を拡大・拡充する。

さかなの日魚食普及推進事業費　【補正額】270万1千円

補正予算の総額　46億5,772万7千円

2��移転後の川前支所
（旧桶売中学校）の
概要

▶構　　造　�鉄筋コンクリート

造　３階建

▶延床面積　1,567.5㎡

▶供用面積　738.91㎡

　　　　　　（１、２階部分)

※執務機能：支所、会議室、

　　　　　　多目的室、備蓄倉庫▲川前支所の移転先となる旧桶売中学校

【担当 : 創生推進課
��☎22ｰ7025（直通）】

【担当 : 水産振興課　☎22ｰ7487（直通）】

≪100年フードの伝承≫�調理伝承講座、振る舞いなど

≪地元水産業の振興≫�さかなの日協力店等と連携した関連イベントなど

≪文化の継承≫�子ども向けクイズ、ワークショップなど

≪魚食教育の継続≫�イベント後も活用できる教育資料の作成など

【
施
行
日
】�

市
長
が
規
則
で
定
め

る
日

5つの
100年フード

うにの貝焼

あんこうのどぶ汁 サンマのポーポー焼き

メヒカリの唐揚げサンマのみりん干し

いわき七浜おさかなフェスティバル2025 ～R7.3.9㈰～
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◆ いわき市公衆浴場条例の改正
　みゆきの湯の用途廃止にあたって、地元商店会
から本条例改正案の取下げを求める請願書が提出
されたが、真に丁寧な説明や周知が出来ていたと
認識しているか。

　本年度末をもって、みゆきの湯の用途を廃止
することについて、説明を開始したのは、区画
整理事業の認可を受けた今年10月以降となり、
期限が限られてしまったところです。
　可能な限り地元にも足を運び、説明してきた
と考えていたが、説明が足りなかったのではな
いかという指摘については、真摯に受け止め、
今後も丁寧に説明を
続けて、御理解いた
だけるよう努力して
まいります。

◆  令和６年度いわき市一般会計補正
　 予算（第５号）

　大気汚染常時監視測定装置が、オキシダント
の異常値を検知した際の対応は。

　今後の気象状況の推移を勘案し、測定値に応

じて、県と協議を実施し、県は警報、注意報など、

市は濃度の予報を発令します。

◆ 令和６年度いわき市病院事業会計補正
　 予算（第１号）

　新たな寄附講座の開設は。

　令和６年４月から整形外

科（脊椎）に関する新たな

寄附講座を開設しています。

◆ いわき市内郷授産場条例の廃止

　本年10月１日時点の施設利用者に係る移行状
況は。

　１名が調整中であるが、今月中には移行が決

定する見通しです。

◆ いわき市公民館条例の改正

　大野公民館について、旧大野第一小学校の１階
部分に移転するとのことだが、同小学校の２階及
び３階部分はどのようになるのか。

　２階及び３階は、現在、公文書の保管施設と

して使用しています。また、大野公民館移転後

は、同公民館に常駐する職員が、公文書を保管

する２階及び３階の施設管理も併せて担うこと

となります。

◆ 令和６年度いわき市一般会計補正
　 予算（第５号）

　工場等立地奨励金に関わって、当該奨励金交付
に伴う投資効果は。

　市内における雇用創出及び雇用維持、また、設
備投資に伴う固定資産税の増収が見込まれます。

◆ 指定管理者の指定

　21世紀の森公園について、サウンディング型
市場調査等を実施し、Park-PFIの導入を検討す
る中での導入の可否に関する感触はどのようなも
のであったか。

　魅力は感じられるとの意見があったものの、
いわきＦＣによる新スタジアム建設に係る今後
の動向が不透明であることなどを踏まえ、Park-
PFIの導入が見送られる結果となりました。
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　本会議５日目の12月12日及び本会議最終日の18日に、計58議案及び請願１件の付託を受け

た４常任委員会は、12月13日及び18日に委員会を開催し、議案等の審査を行いました。

　その結果、議案については、いずれも原案のとおり可決・承認、請願については、不採択

すべきものとの結論に達しました。

　審査の過程では、様々な質疑応答等がありましたので、その一部を掲載します。 Check!

委�員�会
審�査

湯本駅前みゆきの湯▶
▲いわき市医療センター
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討論とは？
表決に先立ち行う、
議案等に対する賛成
か反対かの自己の意
見の表明

議　　案　　名 議決
結果

政風会 創世会 真政会 公明党 共産党�
市議団 正論 市民の

会
誠心誠
意の会 拓く会 日本維

新の会
（13人） （６人） （６人） （４人） （３人） （１人） （１人） （１人） （１人） （１人）
賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対

いわき市公衆浴場条例の改正について 原案可決 12 6 5 4 3 1 1 1 1 1
いわき市議会議員の議員報酬及び費用
弁償等に関する条例の改正について 原案可決 12 6 5 4 3 1 1 1 1 1

いわき市長等の給与及び旅費に関する
条例等の改正について 原案可決 12 6 5 4 3 1 1 1 1 1

令和６年度いわき市一般会計補正予算
（第６号） 原案可決 12 6 5 4 3 1 1 1 1 1

令和６年度いわき市水道事業会計補正
予算（第２号） 原案可決 12 6 5 4 3 1 1 1 1 1

令和６年度いわき市病院事業会計補正
予算（第２号） 原案可決 12 6 5 4 3 1 1 1 1 1

令和５年度いわき市一般会計歳入歳出
決算の認定について 認定 12 6 5 4 3 1 1 1 1 1

令和５年度いわき市国民健康保険事業
特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 12 6 5 4 3 1 1 1 1 1

※　表中の（　）は、会派の所属議員数です（議長は採決に加わりません）。真政会は、欠席議員1名が採決に加わっていません。

　本会議最終日の12月18日には、今期定例会に提案された議案に対する採決を行いました。
採決にあたり、賛否の分かれた８議案について、会派ごとの賛否の状況を掲載します。
　なお、　「請願第１号令和７年３月31日付でみゆきの湯を廃止とする議案第７号いわき市公
衆浴場条例の改正についての取り下げを求める請願」については、「議案第７号いわき市公
衆浴場条例の改正について」が可決されたことから、議決不要とし、不採択とされました。

　本会議最終日の12月18日には、市長から提出された議案等に対し、反対

及び賛成の立場から討論を行いましたので、その主なものを掲載します。

　本議案は、４人の議員による反対討論及び３人の議員による賛成討論が

行われ、賛成者の起立多数により可決しました。

　湯本駅前の賑わいを作るために頑張ってきた地元商店会の売上を落とすことになれば、廃業の可能性もあるこ
とから、住民や利用者、利害関係者等と話し合いを進め、納得と合意を作ることが必要であるため、反対である。

　常磐地区市街地再生整備事業は、いわき市最大の観光資源であるいわき湯本温泉を有する湯本地区を再生す
るラストチャンスであることから、官民の総力戦で本事業を成し遂げることが必要であるため、賛成である。

　廃止は、市温泉事業等の経営改善による将来的な本市財政負担の軽減、さらには、地域住民等の皆様と市が一
体となって取り組んでいる市街地再生整備の進捗を図る観点からも、必要不可欠な措置であるため、賛成である。

　合意形成を図ったとする市の認識と地域の認識に齟齬が生じていると推測され、市の対応に不信感を招き、区画
整理事業が遅れ、結果として権利者の生活再建に大きな影響を及ぼす可能性が排除しきれないため、反対である。

　市民の合意形成が未だ道半ばである現時点において、今必要なことは、利用者をはじめ市民一人一人に丁寧な
説明を尽くすことであり、市として説明責任を果たし、市民の合意形成を進めることが必要なため、反対である。

　営業延長は、土地区画整理事業推進の障害となるため、地権者等の生活・事業再建に影響を及ぼすこととなり、地
域と市が一体となって取り組んでいる市街地再生整備の進捗を図る観点から必要な措置であるため、賛成である。

　請願者をはじめ住民や利用者への十分な説明と意見交換を図る取組の努力を重ね、住民の理解を得ながら前
に進めることが、今後の市街地再生整備基本計画の具現化に好影響を与えると考えられるため、反対である。

いわき市公衆浴場条例の改正について（湯本駅前みゆきの湯の廃止）

反対反対

反対反対

反対反対

反対反対

賛成賛成

賛成賛成

賛成賛成

討�論

意見書

議案に対する
賛否の状況

　市議会では、市だけでは対応することが困難な問題の解決を求めるため、国会または関係

行政庁に対し、意見書を提出しています。今期定例会では、次の２件を可決しました。

○働く女性への健康配慮措置を求める意見書
○慢性閉塞性肺疾患(COPD)の潜在的な患者に対する適切な対応を求める意見書

詳細はこちらから� ➡
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19
名
の
議
員
が
４
日
間
に
わ
た
っ
て
論
戦
を
展
開

一
般
質
問

そこが
知りたい

　
一
般
質
問
は
、
12
月
９
日
か

ら
12
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
、
19
名
の
議
員
が

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中

か
ら
主
な
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
文
章
は
質
問
議

員
自
ら
が
作
成
し
て
お
り
、
行

数
は
発
言
時
間
に
比
例
し
ま
す
。

■
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
質
問

議
員
の
録
画
映
像
に
リ
ン
ク
し
ま
す
。

政
風
会

山
守
　
章
二

「
い
わ
き
版
骨
太
の
方
針
」に

掲
げ
る「
Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ-

Ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ

な
ま
ち
づ
く
り
」の
推
進
を

問 「
Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ-

Ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
な

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
こ
と
と

し
た
背
景
は
。

答�

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
、

身
体
的
・
精
神
的
・
社
会
的
に
良

好
な
状
態
に
あ
る
こ
と
、
あ
る
い

は
幸
福
度
が
高
い
状
態
に
あ
る
こ

と
を
指
す
用
語
で
す
。
本
市
が
目

指
す
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
住
み

続
け
た
い
と
思
え
る
魅
力
に
あ
ふ

れ
た
い
わ
き
」
を
実
現
す
る
に
は
、

市
民
の
皆
様
一
人
一
人
が
幸
せ
を

実
感
で
き
る
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
な
ま
ち
づ
く
り
」
が
重
要
で
あ

り
、
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
、
課

題
に
共
に
取
り
組
み
、
夢
や
希
望

に
あ
ふ
れ
た
未
来
を
創
造
す
る
こ

と
が
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
ま

ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

子
育
て
支
援
策
の
充
実
を

問 

本
市
独
自
の
子
育
て
に
係
る

経
済
的
支
援
は
。

答�

子
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
助
成
事
業
と
し
て
、
生
後

６
カ
月
か
ら
中
学
生
ま
で
を
対
象

に
、
接
種
１
回
あ
た
り
２
千
円
を

助
成
し
て
い
る
ほ
か
、
子
ど
も
医

療
費
助
成
事
業
の
う
ち
、
小
学
１

年
生
か
ら
小
学
３
年
生
ま
で
を
市

独
自
に
助
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

低
所
得
者
世
帯
へ
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
利
用
料
の
助
成
や
、
学

校
給
食
費
の
第
３
子
以
降
の
無
償

化
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
市
内

事
業
所
等
へ
の
就
職
を
希
望
す
る

大
学
生
等
に
対
し
て
は
、
奨
学
金

返
還
の
た
め
の
補
助
金
を
交
付
す

る
未
来
に
つ
な
ぐ
人
財
応
援
奨
学

金
返
還
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
父
子
・
母
子
家

庭
等
で
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
ひ

と
り
親
世
帯
に
対
し
て
は
、
福
祉

手
当
、
入
学
児
童
祝
金
、
奨
学
資

金
を
支
給
す
る
な
ど
、
様
々
な
形

で
経
済
的
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

政
風
会

川
崎
　
憲
正

本
市
に
お
け
る

企
業
誘
致
の
動
向
は

問 

最
近
の
本
市
へ
の
新
規
企
業

の
立
地
状
況
は
。

答�

敷
地
面
積
１
０
０
０
㎡
以
上

を
有
す
る
工
場
新
設
の
届
出
件
数

は
、
令
和
３
年
か
ら
令
和
５
年
ま

で
の
市
外
か
ら
の
新
設
の
届
出
は

７
件
、
投
資
総
額
は
約
９
５
２
億

円
で
59
人
の
新
た
な
雇
用
が
創
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
い
わ

き
四
倉
中
核
工
業
団
地
に
２
社
の

新
規
立
地
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

問 

事
業
用
地
の
確
保
に
向
け
た

取
組
は
。

答�

分
譲
可
能
な
工
業
団
地
は
限

ら
れ
て
い
る
た
め
、
工
業
利
用
が

可
能
な
未
利
用
地
等
の
高
度
利
用

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
、
今
年
度
か
ら
市
内
の
工
業

系
未
利
用
地
等
の
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

水
道
局
の
工
事
契
約
解
除
等
に

お
け
る
再
発
防
止
の
取
組
は

問 

水
道
局
が
講
じ
た
対
策
は
。

答�

積
算
シ
ス
テ
ム
に
手
入
力
す

る
項
目
の
削
減
や
、
新
た
に
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
担
当
者
、

検
算
者
、
決
裁
者
等
が
確
実
に
チ

ェ
ッ
ク
で
き
る
体
制
と
す
る
等
再

発
防
止
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ

の
後
も
違
算
に
よ
る
契
約
解
除
が

発
生
し
た
た
め
、
改
め
て
、
設
計

を
担
当
す
る
全
職
員
に
注
意
喚
起

を
行
い
、
項
目
を
追
加
し
た
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
確
認
の
徹
底
、

採
用
単
価
の
チ
ェ
ッ
ク
の
強
化
を

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

い
わ
き
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン

モ
デ
ル
地
区
の
推
進
を

問 

ス
マ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
の
主
な

概
要
は
。
　

答�

今
後
、
関
係
者
が
参
画
す
る

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
中
に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
エ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
分
科
会
を

設
置
し
、
導
入
に
向

け
た
準
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

創
世
会

佐
藤
　
和
良

子
育
て
支
援
策
と
し
て

早
期
に
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

問 

当
初
予
算
に
盛
り
込
む
べ
き

で
は
。

答�

来
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
、

軽
減
の
対
象
と
す
る
範
囲
や
軽
減

の
方
法
等
に
つ
い
て
具
体
的
に
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

小
名
浜
市
民
会
館
と
小
名
浜

地
区
の
公
共
施
設
の
再
編
は

問 

令
和
７
年
度
中
に
方
向
性
を
。

答�

市
民
の
皆
様
と
の
丁
寧
な
対

話
を
前
提
に
可
能
な
限
り
早
期
の

検
討
と
整
理
に
努
め
る
考
え
で
す
。

太
陽
光
及
び
風
力
発
電
事
業
に

関
す
る
条
例
制
定
は

問 

今
後
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答�

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
、 ▲小名浜市民会館
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環
境
審
議
会
で
の
市
民
意
見
の
反

映
を
図
り
、
今
年
度
内
に
最
終
案

と
し
て
整
理
し
、
令
和
７
年
６
月

定
例
会
に
提
案
す
る
予
定
で
す
。

真
政
会

小
菅
　
　
悟

温
泉
文
化
の
振
興
を

問 

常
磐
地
区
に
お
け
る
市
が
管

理
運
営
す
る
３
つ
の
公
衆
浴
場
の

現
状
は
。

答�

上
の
湯
公
衆
浴
場
は
、
耐
用

年
数
31
年
に
対
し
46
年
が
経
過
し
、

昨
年
度
の
入
浴
客
数
は
２
万
１
３

９
０
人
で
す
。
さ
は
こ
の
湯
公
衆

浴
場
は
、
耐
用
年
数
31
年
に
対
し

29
年
が
経
過
し
、
昨
年
度
の
入
浴

客
数
は
10
万
４
７
１
３
人
で
す
。

み
ゆ
き
の
湯
公
衆
浴
場
は
、
耐
用

年
数
11
年
に
対
し
17
年
が
経
過
し
、

昨
年
度
の
入
浴
客
数
は
８
万
７
０

９
７
人
で
す
。

問 

常
磐
地
区
に
お
け
る
公
衆
浴

場
の
地
域
へ
の
貢
献
は
。

答�

公
衆
浴
場
は
、
こ
れ
ま
で
市

民
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
県
内
外

か
ら
訪
れ
る
多
く
の
観
光
客
の

方
々
に
も
広
く
利
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
災
害
発
生
時
に
お

い
て
は
、
被
災
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
な
ど
に
入
浴
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
心
と
体
を
癒
す
と
と

も
に
、
保
健
衛
生
の
確
保
の
面
に

お
い
て
も
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
き
た

常
磐
地
区
の
公
衆
浴
場
は
、
安
ら

ぎ
や
交
流
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、

街
の
賑
わ
い
創
出
や
観
光
交
流
人

口
の
拡
大
に
も
寄
与
し
て
い
る
も

の
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

問 

地
域
の
人
た
ち
の
生
活
に
根

付
い
て
い
る
温
泉
文
化
を
ど
の
よ

う
に
振
興
し
て
い
く
の
か
。

答�

い
わ
き
湯
本
温
泉
は
、
１
３

０
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
り
、
日

本
三
古
泉
の
１
つ
と
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
美
人
の
湯
と
称
さ
れ
る
ほ

ど
、
様
々
な
泉
質
を
有
し
、
優
れ

た
効
能
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
こ
れ
ら
悠
久
の
歴

史
や
泉
質
の
特
徴
等
を
積
極
的
に

発
信
し
、
市
民
は
も
と
よ
り
県
内

外
の
よ
り
多
く
の
方
々
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
い
わ
き
湯

本
温
泉
を
次
世
代
へ
と
守
り
つ
な

い
で
い
き
ま
す
。

政
風
会

長
谷
川
貴
士

移
住
支
援
策
の
取
組
は

問 

本
市
を
移
住
先
に
選
ん
で
も

ら
う
た
め
の
新
た
な
支
援
策
は
。

答�

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｉ
ふ
る
さ
と
誘
致

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
昨
年
度

か
ら
、
増
加
す
る
移
住
相
談
に
適

切
に
対
応
す
る
た
め
、
専
従
の
相

談
員
を
配
置
し
、
相
談
体
制
の
強

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本

年
度
か
ら
は
、
新
た
な
取
組
と
し

て
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
支
援
事
業
の

対
象
と
な
ら
な
い
方
の
う
ち
、
子

育
て
世
帯
を
対
象
に
、
引
っ
越
し

費
用
の
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
現
在
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
移
住
後
の
交
通
手
段
を
懸
念

す
る
声
に
対
応
す
る
た
め
、
ペ
ー

パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
講
習
や
、

公
共
交
通
機
関
利
用
時
の
支
援
な

ど
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
、
他
自

治
体
と
の
差
別
化
を
図
り
な
が
ら
、

選
ば
れ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
支
援

策
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

○
大
雨
洪
水
に
よ
る
防
災
・
減
災

に
向
け
た
取
組
は

公
明
党

柴
野
　
美
佳

資
源
循
環
推
進
の
取
組
は

問 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
リ
ッ
ジ
の

開
設
支
援
は
。

答�

県
補
助
金
を
活
用
す
る
法
人

に
対
し
、
円
滑
に
事
業
運
営
で
き

る
よ
う
必
要
な
支
援
を
行
い
、
ま

た
、
支
援
を
必
要
と
す
る
子
育
て

世
代
に
情
報
提
供
を
す
る
な
ど
、

子
育
て
支
援
強
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

問 

い
わ
き
市
資
源
回
収
コ
ー
ナ

ー
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答�

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
に
、
フ

ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
用
と
イ
ン
ク
カ
ー

ト
リ
ッ
ジ
用
の
２
種
類
の
回
収
ボ

ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

問 

フ
ー
ド
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
「
タ
ベ
ス
ケ
」
の
導
入
を
。

答�

制
度
導
入
に
向
け
、
前
向
き

観
光
施
策
の
取
組
は

問 

勿
来
地
区
の
観
光
施
設
の
活

性
化
に
向
け
た
取
組
は
。

答�

勿
来
関
文
学
歴
史
館
は
前
回

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
23
年
が
経

過
し
、
映
像
機
器
等
の
劣
化
や
展

示
物
の
老
朽
化
に
よ
り
、
集
客
力

が
低
下
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
本
年
７
月

に
「
勿
来
地
区
〝
民
・
官
〟
協
働

勉
強
会
」
を
立
ち
上
げ
、
勿
来
の

関
に
関
す
る
研
究
成
果
の
共
有
に

加
え
、
文
学
歴
史
館
の
利
活
用
策

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
市
と
し
ま
し
て
は
、
当
該

勉
強
会
や
地
元
の
皆
様
の
意
見
を

踏
ま
え
、
吹
風
殿
を
含
む
勿
来
の

関
を
活
用
し
た
振
興
策
と
あ
わ
せ

て
、
多
様
な
観
点
か
ら
検
討
を
深

め
ま
す
。

▲さはこの湯公衆浴場

▲勿来関文学歴史館

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
リ
ッ
ジ
】

　「公
共
の
冷
蔵
庫
」
と
訳
さ

れ
、
施
設
内
や
街
頭
な
ど
に
無

人
の
冷
蔵
庫
を
設
置
し
、
生
活

に
困
窮
し
て
い
る
方
が
食
料
品

を
い
つ
で
も
無
償
で
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
取
組
。
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の
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の
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り
、
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内
に
最
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と
し
て
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し
、
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和
７
年
６
月

定
例
会
に
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す
る
予
定
で
す
。
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温
泉
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化
の
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興
を
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常
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地
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に
お
け
る
市
が
管
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運
営
す
る
３
つ
の
公
衆
浴
場
の

現
状
は
。

答�

上
の
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公
衆
浴
場
は
、
耐
用

年
数
31
年
に
対
し
46
年
が
経
過
し
、

昨
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度
の
入
浴
客
数
は
２
万
１
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こ
の
湯
公
衆

浴
場
は
、
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用
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数
31
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に
対
し

29
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が
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過
し
、
昨
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度
の
入
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数
は
10
万
４
７
１
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で
す
。

み
ゆ
き
の
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公
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浴
場
は
、
耐
用

年
数
11
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に
対
し
17
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が
経
過
し
、

昨
年
度
の
入
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数
は
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す
。

問 

常
磐
地
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に
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る
公
衆
浴

場
の
地
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の
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は
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公
衆
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場
は
、
こ
れ
ま
で
市

民
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
県
内
外

か
ら
訪
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る
多
く
の
観
光
客
の

方
々
に
も
広
く
利
用
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れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
災
害
発
生
時
に
お

い
て
は
、
被
災
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
な
ど
に
入
浴
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
心
と
体
を
癒
す
と
と

も
に
、
保
健
衛
生
の
確
保
の
面
に

お
い
て
も
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
き
た

常
磐
地
区
の
公
衆
浴
場
は
、
安
ら

ぎ
や
交
流
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、

街
の
賑
わ
い
創
出
や
観
光
交
流
人

口
の
拡
大
に
も
寄
与
し
て
い
る
も

の
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

問 

地
域
の
人
た
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の
生
活
に
根
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て
い
る
温
泉
文
化
を
ど
の
よ

う
に
振
興
し
て
い
く
の
か
。
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い
わ
き
湯
本
温
泉
は
、
１
３

０
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
り
、
日

本
三
古
泉
の
１
つ
と
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
美
人
の
湯
と
称
さ
れ
る
ほ

ど
、
様
々
な
泉
質
を
有
し
、
優
れ

た
効
能
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
こ
れ
ら
悠
久
の
歴

史
や
泉
質
の
特
徴
等
を
積
極
的
に

発
信
し
、
市
民
は
も
と
よ
り
県
内

外
の
よ
り
多
く
の
方
々
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
い
わ
き
湯

本
温
泉
を
次
世
代
へ
と
守
り
つ
な

い
で
い
き
ま
す
。

政
風
会

長
谷
川
貴
士

移
住
支
援
策
の
取
組
は

問 

本
市
を
移
住
先
に
選
ん
で
も

ら
う
た
め
の
新
た
な
支
援
策
は
。

答�

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｉ
ふ
る
さ
と
誘
致

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
昨
年
度

か
ら
、
増
加
す
る
移
住
相
談
に
適

切
に
対
応
す
る
た
め
、
専
従
の
相

談
員
を
配
置
し
、
相
談
体
制
の
強

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本

年
度
か
ら
は
、
新
た
な
取
組
と
し

て
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
支
援
事
業
の

対
象
と
な
ら
な
い
方
の
う
ち
、
子

育
て
世
帯
を
対
象
に
、
引
っ
越
し

費
用
の
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
現
在
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
移
住
後
の
交
通
手
段
を
懸
念

す
る
声
に
対
応
す
る
た
め
、
ペ
ー

パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
講
習
や
、

公
共
交
通
機
関
利
用
時
の
支
援
な

ど
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
、
他
自

治
体
と
の
差
別
化
を
図
り
な
が
ら
、

選
ば
れ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
支
援

策
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

○
大
雨
洪
水
に
よ
る
防
災
・
減
災

に
向
け
た
取
組
は

公
明
党

柴
野
　
美
佳

資
源
循
環
推
進
の
取
組
は

問 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
リ
ッ
ジ
の

開
設
支
援
は
。

答�

県
補
助
金
を
活
用
す
る
法
人

に
対
し
、
円
滑
に
事
業
運
営
で
き

る
よ
う
必
要
な
支
援
を
行
い
、
ま

た
、
支
援
を
必
要
と
す
る
子
育
て

世
代
に
情
報
提
供
を
す
る
な
ど
、

子
育
て
支
援
強
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

問 

い
わ
き
市
資
源
回
収
コ
ー
ナ

ー
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答�

市
役
所
１
階
ロ
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ー
に
、
フ

ー
ド
ド
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イ
ブ
用
と
イ
ン
ク
カ
ー

ト
リ
ッ
ジ
用
の
２
種
類
の
回
収
ボ

ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

問 

フ
ー
ド
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
「
タ
ベ
ス
ケ
」
の
導
入
を
。

答�

制
度
導
入
に
向
け
、
前
向
き

観
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策
の
取
組
は

問 

勿
来
地
区
の
観
光
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設
の
活
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に
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た
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は
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答�
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関
文
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館
は
前
回

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
23
年
が
経

過
し
、
映
像
機
器
等
の
劣
化
や
展

示
物
の
老
朽
化
に
よ
り
、
集
客
力

が
低
下
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
本
年
７
月

に
「
勿
来
地
区
〝
民
・
官
〟
協
働

勉
強
会
」
を
立
ち
上
げ
、
勿
来
の

関
に
関
す
る
研
究
成
果
の
共
有
に

加
え
、
文
学
歴
史
館
の
利
活
用
策

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
市
と
し
ま
し
て
は
、
当
該

勉
強
会
や
地
元
の
皆
様
の
意
見
を

踏
ま
え
、
吹
風
殿
を
含
む
勿
来
の

関
を
活
用
し
た
振
興
策
と
あ
わ
せ

て
、
多
様
な
観
点
か
ら
検
討
を
深

め
ま
す
。

▲さはこの湯公衆浴場

▲勿来関文学歴史館

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
リ
ッ
ジ
】

　「公
共
の
冷
蔵
庫
」
と
訳
さ

れ
、
施
設
内
や
街
頭
な
ど
に
無

人
の
冷
蔵
庫
を
設
置
し
、
生
活

に
困
窮
し
て
い
る
方
が
食
料
品

を
い
つ
で
も
無
償
で
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
取
組
。
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に
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

問 

生
ご
み
処
理
機「
キ
エ
ー
ロ
」

の
普
及
促
進
を
。

答�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
有
効
性

や
作
り
方
を
掲
載
し
、
動
画
配
信

や
講
習
会
等
に
よ
り
普
及
促
進
を

図
り
ま
す
。

混
乱
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

引
き
続
き
周
知
・
広
報
な
ど
、
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
つ
い

て
、
全
国
市
長
会
等
を
通
し
て
、

国
に
要
望
し
ま
す
。

教
育
費
負
担
軽
減
策
と
し
て

給
食
費
を
無
償
化
に

問 

賃
金
が
上
が
ら
ず
物
価
高
の

中
で
、
子
育
て
世
帯
に
教
育
費
の

負
担
軽
減
策
と
し
て
、
学
校
給
食

費
の
無
償
化
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

答�

来
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
、

軽
減
の
対
象
と
す
る
範
囲
や
軽
減

の
方
法
等
に
つ
い
て
具
体
的
に
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」の

推
進
を

問 

平
和
を
願
う
象
徴
と
し
て
、

非
核
平
和
都
市
宣
言
の
看
板
を
本

庁
舎
に
掲
げ
る
べ
き
で
は
。

答�
非
核
平
和
都
市
宣
言
塔
を
勿

来
地
区
、
三
和
地
区
に
設
置
し
て

お
り
、
引
き
続
き
啓
発
に
努
め
ま

す
。

創
世
会

狩
野
　
光
昭

パ
ワ
ハ
ラ
防
止
対
策
が

事
業
主
に
義
務
化

問 

パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法
の
周
知
は
。

答�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
等
で
、

対
策
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

問 

市
職
員
の
長
時
間
労
働
削
減

の
取
組
は
。

答�

業
務
量
の
削
減
等
で
長
時
間

勤
務
の
縮
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

誰
も
が
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を

問 

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
の
整

備
は
。

答�

今
後
、
新
た
な
公
園
整
備
の

際
に
検
討
し
ま
す
。

問 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
で

利
用
で
き
る
市
の
サ
ー
ビ
ス
は
。

答�

市
営
住
宅
の
入
居
申
込
み
等

の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問 

猫
殺
処
分
ゼ
ロ
の
取
組
は
。

答�

終
生
飼
養
の
啓
発
と
譲
渡
の

強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

真
政
会

小
野
　
邦
弘

松
村
総
合
病
院
の

新
築
移
転
は

問 

新
病
院
の
概
要
は
。

答�

い
わ
き
駅
北
口
交
通
広
場
に

直
結
す
る
場
所
に
移
転
し
、
延
床

面
積
は
、
現
在
の
建
物
よ
り
も
拡

張
し
、
約
1
万
５
４
０
０
㎡
、
病

床
数
は
現
在
と
同
じ
１
９
９
床
、

診
療
科
は
内
科
や
外
科
な
ど
、
現

在
と
同
じ
20
の
診
療
科
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
院
に
併

設
さ
れ
て
い
る
、
健
診
セ
ン
タ
ー

等
に
つ
き
ま
し
て
も
併
せ
て
移
転

す
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
工
期
は

令
和
７
年
２
月
か
ら
令
和
９
年
１

月
ま
で
、
新
病
院
の
開
院
は
、
令

和
９
年
２
月
を
予
定
し
て
い
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
。

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

男
子
サ
ッ
カ
ー
競
技
の
実
績
は

問 

本
市
で
開
催
さ
れ
た
試
合
の

観
戦
者
数
は
。

答�

県
実
行
委
員
会
の
集
計
に
よ

り
ま
す
と
、
本
市
に
お
い
て
は
、

ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
ス
タ
ジ
ア
ム
い
わ

き
で
開
催
さ
れ
た
４
試
合
を
延
べ

３
０
２
５
人
が
、
ア
ロ
ハ
フ
ィ
ー

ル
ド
で
開
催
さ
れ
た
４
試
合
を
延

べ
１
３
３
０
人
が
観
戦
し
、
合
計

で
延
べ
４
３
５
５
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

止
の
た
め
に
後
付
け
安
全
装
置
の

補
助
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

答�

他
自
治
体
の
事
例
を
調
査
研

究
し
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
を

推
進
す
る
取
組
を

問 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
定
期
接

種
化
に
向
け
て
対
象
年
齢
は
50
歳

か
ら
、
自
己
負
担
額
は
半
額
程
度

が
最
適
で
は
な
い
か
。

答�
対
象
年
齢
、
定
期
接
種
化
、

費
用
負
担
な
ど
、
引
き
続
き
、
国

の
動
向
を
注
視
し
、
対
応
し
ま
す
。

共
産
党
市
議
団

菅
野
　
宗
長

マ
イ
ナ
保
険
証
に

関
わ
っ
て
の
問
題
は

問 

10
月
28
日
か
ら
始
ま
っ
た
マ

イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
解
除
申

請
を
し
た
人
は
何
人
か
。

答�

本
市
の
国
保
で
は
、
11
月
末

現
在
、
21
人
で
す
。

問 

マ
イ
ナ
保
険
証
は
、
相
次
ぐ

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
へ
の
不
安
と
全
国

各
地
の
保
険
医
協
会
か
ら
紙
の
保

険
証
も
使
え
る
よ
う
に
と
声
が
上

が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
に
紙

の
保
険
証
の
廃
止
は
、
撤
回
せ
よ

と
求
め
る
べ
き
で
は
。

答�

被
保
険
者
や
医
療
機
関
等
に

【
タ
ベ
ス
ケ
】

　自
治
体
主
導
の
フ
ー
ド
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
。
賞
味
・

消
費
期
限
が
近
い
な
ど
の
理
由

で
売
り
切
り
た
い
商
品
の
あ
る

協
力
店
（
お
店
）
と
、
お
得
に

購
入
し
た
い
ユ
ー
ザ
ー
（
利
用

者
）
を
タ
ベ
ス
ケ
を
通
じ
て
マ

ッ
チ
ン
グ
す
る
サ
ー
ビ
ス
。

【
キ
エ
ー
ロ
】

　黒
土
の
中
の
バ
ク
テ
リ
ア
を

利
用
し
、
生
ご
み
を
消
滅
さ
せ

る
生
ご
み
処
理
容
器
。

防
犯
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
た
取
組
を

問 

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
支
援
モ
デ

ル
事
業
の
今
後
の
見
通
し
は
。

答�

令
和
７
年
度
の
モ
デ
ル
事
業

実
施
に
向
け
、
全
て
の
自
治
会
等

を
対
象
に
、
設
置
希
望
の
有
無
を

確
認
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

問 

高
齢
運
転
者
の
運
転
事
故
防

▲ハワイアンズスタジアムいわき（手前）
アロハフィールド（奥）
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食
料
自
給
率
の
向
上
に

向
け
て

問 

地
産
地
消
の
推
進
状
況
は
。

答�

本
市
で
は
、
ト
マ
ト
生
産
者

と
Ｊ
Ａ
・
流
通
業
者
等
と
連
携
し

春
ト
マ
ト
を
「
う
ら
ら
」
と
命
名

し
、
販
促
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

す
る
な
ど
、
主
要
農
作
物
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
育

所
や
学
校
給
食
に
お
い
て
も
、
地

元
農
産
物
を
積
極
的
に
使
用
し
て

い
ま
す
。
加
え
て
、
本
市
農
産
物

に
関
わ
る
生
産
者
や
飲
食
店
な
ど

を
相
関
的
に
ま
と
め
た
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
サ
イ
ト
い
わ
き
野
菜
Ｎ
ａ
ｖ

ｉ
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

政
風
会

佐
藤
不
二
夫

持
続
可
能
な
林
業
の
発
展
を

目
指
す
多
様
な
戦
略
と
取
組
は

問 

い
わ
き
市
脱
炭
素
社
会
実
現

プ
ラ
ン
に
お
け
る
林
業
の
位
置
づ

け
は
。

答�

プ
ラ
ン
の
取
組
の
一
つ
に
吸

収
源
対
策
を
位
置
づ
け
、
林
業
等

の
振
興
を
推
進
し
ま
す
。

問 

森
林
環
境
学
習
の
今
後
の
取

組
は
。

答�

今
後
も
、
森
林
資
源
が
有
す

る
機
能
や
林
業
が
果
た
す
役
割
に

つ
い
て
学
習
す
る
機
会
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

問 

森
林
資
源
の
有
効
活
用
は
。

答�

積
極
的
な
間
伐
材
の
有
効
活

用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
支
援
策
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問 

産
業
界
の
取
組
状
況
は
。

答�

人
財
育
成
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
に
向
け
た
取
組
な
ど
を
進
め

て
い
ま
す
。

問 

林
業
の
成
長
産
業
化
を
促
進

す
る
た
め
の
課
題
は
。

答�

林
業
分
野
の
み
で
の
成
長
産

業
化
の
実
現
は
、
困
難
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
業
種
の
垣
根
を
超
え

た
幅
広
い
連
携
が
必
要
で
す
。

問 

今
後
の
取
組
体
制
は
。

答�

従
来
の
林
業
振
興
に
加
え
、

森
林
環
境
譲
与
税
を
有
効
に
活
用

し
、
脱
炭
素
や
環
境
学
習
、
産
業

界
の
連
携
な
ど
、
幅
広
い
観
点
か

ら
戦
略
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
で
す
。
そ
の
た
め
、
庁
内
に
お

い
て
も
連
携
を
強
化
し
、
一
体
的

に
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

遠
野
地
区
の
諸
課
題
へ
の

取
組
は

問 

旧
い
わ
き
湯
本
高
校
遠
野
校

舎
を
活
用
し
た
小
中
学
校
の
整
備

に
つ
い
て
、
市
の
所
見
は
。

答�

施
設
の
老
朽
化
等
を
踏
ま
え
、

旧
い
わ
き
湯
本
高
校
遠
野
校
舎
へ

の
移
転
も
含
め
、
最
適
な
整
備
手

法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

問 

大
阪
市
立
大
空
小
学
校
の
よ

う
に
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
知

見
の
高
い
校
長
を
配
置
し
、
モ
デ

ル
校
を
作
る
べ
き
で
は
。

答�

校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

学
校
経
営
は
大
き
く
左
右
さ
れ
ま

す
。
適
材
適
所
の
人
事
配
置
を
県

教
育
委
員
会
に
要
望
し
ま
す
。

問 

令
和
12
年
度
に
国
の
基
準
で

あ
る
12
学
級
を
下
回
る
小
中
学
校

の
数
は
（
市
内
小
学
校
は
59
校
、

中
学
校
は
34
校
）。

答�

推
計
で
小
学
校
が
43
校
、
中

学
校
が
28
校
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

問 

東
京
都
は
「
こ
う
い
う
人
間

を
育
て
る
」
と
い
う
強
い
決
意
で

12
年
間
の
小
中
高
一
貫
校
を
作
っ

た
。
本
市
も
大
き
な
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
を
掲
げ
る
べ
き
で
は
。

答�

学
習
指
導
要
領
が
示
す
以
上

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
の
は
非
常
に

大
切
で
す
。
私
は
市
長
就
任
以
来
、

「
人
づ
く
り
日
本
一
」
を
掲
げ
て

き
ま
し
た
。
学
力
向
上
、
授
業
改

善
を
最
優
先
に
進
め
、
現
場
の
先

生
方
の
課
題
意
識
や
士
気
も
高
ま

っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
そ
の
上

で
大
き
な
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
と
い
う

こ
と
で
、
本
市
の
未
来
を
切
り
開

く
人
材
像
、
必
要
な
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
考
え
る
段
階
に
突
入
し
て

い
ま
す
。
市
民
対
話
、
総
合
教
育

会
議
も
フ
ル
活
用
し
、
次
世
代
に

ふ
さ
わ
し
い
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
大

局
的
に
議
論
し
て
い
く
考
え
で
す
。

人
を
育
て
る
こ
と
が
未
来
を
作
る

と
い
う
信
念
で
人
づ
く
り
日
本
一

の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

拓
く
会

伊
藤
　
浩
之

市
長
選
挙
に
お
け
る

学
校
給
食
の
公
約
実
現
は

問 

公
約
と
は
何
か
。

答�

公
衆
に
政
策
な
ど
を
約
束
す

る
こ
と
で
、
よ
り
適
切
な
候
補
者

の
選
択
等
に
つ
な
が
る
契
機
の
一

つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 

選
挙
広
報
等
記
載
の
給
食
費

値
下
げ
の
有
権
者
の
受
け
止
め
は
。

答�

保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
る

も
の
と
認
識
し
た
と
受
け
止
め
て

お
り
、
第
３
子
以
降
支
援
事
業
な

ど
で
保
護
者
負
担
の
軽
減
が
図
ら

れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問 

給
食
費
本
体
の
値
下
げ
は
な

い
が
、
給
食
費
の
負
担
軽
減
の
検

討
状
況
は
。

答�

来
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
、

対
象
の
範
囲
や
軽
減
方
法
等
の
具

体
的
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

〇
遠
野
町
区
長
会
等
の
複
合
施
設

建
設
要
望
の
対
応
は

■
そ
の
他
の
質
問

〇
持
続
可
能
な
中
山
間
地
域
づ
く

り
に
向
け
た
取
組
は

正
論小野

　
潤
三

大
き
な
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
で

人
づ
く
り
日
本
一
実
現
へ

問 

不
透
明
な
世
界
を
生
き
抜
く

人
材
を
作
る
「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
」
は
ど
の
程
度
実
現

し
て
い
る
か
。

答�

こ
れ
ま
で
「
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
か
ら
の

授
業
改
善
を
指
導
助
言
し
続
け
、

教
職
員
一
丸
で
授
業
改
善
に
取
り

組
む
学
校
が
数
多
く
見
ら
れ
る
よ ▲旧いわき湯本高校遠野校舎
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食
料
自
給
率
の
向
上
に

向
け
て

問 

地
産
地
消
の
推
進
状
況
は
。

答�

本
市
で
は
、
ト
マ
ト
生
産
者

と
Ｊ
Ａ
・
流
通
業
者
等
と
連
携
し

春
ト
マ
ト
を
「
う
ら
ら
」
と
命
名

し
、
販
促
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

す
る
な
ど
、
主
要
農
作
物
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
育

所
や
学
校
給
食
に
お
い
て
も
、
地

元
農
産
物
を
積
極
的
に
使
用
し
て

い
ま
す
。
加
え
て
、
本
市
農
産
物

に
関
わ
る
生
産
者
や
飲
食
店
な
ど

を
相
関
的
に
ま
と
め
た
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
サ
イ
ト
い
わ
き
野
菜
Ｎ
ａ
ｖ

ｉ
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

政
風
会

佐
藤
不
二
夫

持
続
可
能
な
林
業
の
発
展
を

目
指
す
多
様
な
戦
略
と
取
組
は

問 

い
わ
き
市
脱
炭
素
社
会
実
現

プ
ラ
ン
に
お
け
る
林
業
の
位
置
づ

け
は
。

答�

プ
ラ
ン
の
取
組
の
一
つ
に
吸

収
源
対
策
を
位
置
づ
け
、
林
業
等

の
振
興
を
推
進
し
ま
す
。

問 

森
林
環
境
学
習
の
今
後
の
取

組
は
。

答�

今
後
も
、
森
林
資
源
が
有
す

る
機
能
や
林
業
が
果
た
す
役
割
に

つ
い
て
学
習
す
る
機
会
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

問 

森
林
資
源
の
有
効
活
用
は
。

答�

積
極
的
な
間
伐
材
の
有
効
活

用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
支
援
策
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問 

産
業
界
の
取
組
状
況
は
。

答�

人
財
育
成
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
に
向
け
た
取
組
な
ど
を
進
め

て
い
ま
す
。

問 
林
業
の
成
長
産
業
化
を
促
進

す
る
た
め
の
課
題
は
。

答�

林
業
分
野
の
み
で
の
成
長
産

業
化
の
実
現
は
、
困
難
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
業
種
の
垣
根
を
超
え

た
幅
広
い
連
携
が
必
要
で
す
。

問 

今
後
の
取
組
体
制
は
。

答�

従
来
の
林
業
振
興
に
加
え
、

森
林
環
境
譲
与
税
を
有
効
に
活
用

し
、
脱
炭
素
や
環
境
学
習
、
産
業

界
の
連
携
な
ど
、
幅
広
い
観
点
か

ら
戦
略
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
で
す
。
そ
の
た
め
、
庁
内
に
お

い
て
も
連
携
を
強
化
し
、
一
体
的

に
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

遠
野
地
区
の
諸
課
題
へ
の

取
組
は

問 

旧
い
わ
き
湯
本
高
校
遠
野
校

舎
を
活
用
し
た
小
中
学
校
の
整
備

に
つ
い
て
、
市
の
所
見
は
。

答�

施
設
の
老
朽
化
等
を
踏
ま
え
、

旧
い
わ
き
湯
本
高
校
遠
野
校
舎
へ

の
移
転
も
含
め
、
最
適
な
整
備
手

法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

問 

大
阪
市
立
大
空
小
学
校
の
よ

う
に
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
知

見
の
高
い
校
長
を
配
置
し
、
モ
デ

ル
校
を
作
る
べ
き
で
は
。

答�

校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

学
校
経
営
は
大
き
く
左
右
さ
れ
ま

す
。
適
材
適
所
の
人
事
配
置
を
県

教
育
委
員
会
に
要
望
し
ま
す
。

問 

令
和
12
年
度
に
国
の
基
準
で

あ
る
12
学
級
を
下
回
る
小
中
学
校

の
数
は
（
市
内
小
学
校
は
59
校
、

中
学
校
は
34
校
）。

答�

推
計
で
小
学
校
が
43
校
、
中

学
校
が
28
校
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

問 

東
京
都
は
「
こ
う
い
う
人
間

を
育
て
る
」
と
い
う
強
い
決
意
で

12
年
間
の
小
中
高
一
貫
校
を
作
っ

た
。
本
市
も
大
き
な
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
を
掲
げ
る
べ
き
で
は
。

答�

学
習
指
導
要
領
が
示
す
以
上

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
の
は
非
常
に

大
切
で
す
。
私
は
市
長
就
任
以
来
、

「
人
づ
く
り
日
本
一
」
を
掲
げ
て

き
ま
し
た
。
学
力
向
上
、
授
業
改

善
を
最
優
先
に
進
め
、
現
場
の
先

生
方
の
課
題
意
識
や
士
気
も
高
ま

っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
そ
の
上

で
大
き
な
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
と
い
う

こ
と
で
、
本
市
の
未
来
を
切
り
開

く
人
材
像
、
必
要
な
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
考
え
る
段
階
に
突
入
し
て

い
ま
す
。
市
民
対
話
、
総
合
教
育

会
議
も
フ
ル
活
用
し
、
次
世
代
に

ふ
さ
わ
し
い
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
大

局
的
に
議
論
し
て
い
く
考
え
で
す
。

人
を
育
て
る
こ
と
が
未
来
を
作
る

と
い
う
信
念
で
人
づ
く
り
日
本
一

の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

拓
く
会

伊
藤
　
浩
之

市
長
選
挙
に
お
け
る

学
校
給
食
の
公
約
実
現
は

問 

公
約
と
は
何
か
。

答�

公
衆
に
政
策
な
ど
を
約
束
す

る
こ
と
で
、
よ
り
適
切
な
候
補
者

の
選
択
等
に
つ
な
が
る
契
機
の
一

つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 

選
挙
広
報
等
記
載
の
給
食
費

値
下
げ
の
有
権
者
の
受
け
止
め
は
。

答�

保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
る

も
の
と
認
識
し
た
と
受
け
止
め
て

お
り
、
第
３
子
以
降
支
援
事
業
な

ど
で
保
護
者
負
担
の
軽
減
が
図
ら

れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問 

給
食
費
本
体
の
値
下
げ
は
な

い
が
、
給
食
費
の
負
担
軽
減
の
検

討
状
況
は
。

答�

来
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
、

対
象
の
範
囲
や
軽
減
方
法
等
の
具

体
的
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

〇
遠
野
町
区
長
会
等
の
複
合
施
設

建
設
要
望
の
対
応
は

■
そ
の
他
の
質
問

〇
持
続
可
能
な
中
山
間
地
域
づ
く

り
に
向
け
た
取
組
は

正
論小野

　
潤
三

大
き
な
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
で

人
づ
く
り
日
本
一
実
現
へ

問 

不
透
明
な
世
界
を
生
き
抜
く

人
材
を
作
る
「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
」
は
ど
の
程
度
実
現

し
て
い
る
か
。

答�

こ
れ
ま
で
「
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
か
ら
の

授
業
改
善
を
指
導
助
言
し
続
け
、

教
職
員
一
丸
で
授
業
改
善
に
取
り

組
む
学
校
が
数
多
く
見
ら
れ
る
よ ▲旧いわき湯本高校遠野校舎
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日
本
維
新
の
会

小
野
　
光
貴

災
害
用
地
域
臨
時
集
積
所

に
係
る
取
組
は

問 

設
置
状
況
は
。

答�

68
件
の
届
出
が
提
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

問 

設
置
し
て
い
な
い
行
政
区
へ

の
今
後
の
働
き
か
け
は
。

答�

意
向
調
査
を
実
施
し
、
個
別

の
実
情
に
応
じ
て
支
援
し
ま
す
。

問 

設
置
し
て
い
る
行
政
区
へ
の

今
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
は
。

答�

臨
時
集
積
所
の
レ
イ
ア
ウ
ト

作
成
や
運
用
方
法
に
つ
い
て
支
援

す
る
ほ
か
、
開
設
訓
練
の
実
施
も

検
討
し
ま
す
。

ク
フ
ォ
ー
ス
解
散
後
の
体
制
は
。

答�

建
物
所
有
者
の
個
別
・
専
門

的
な
課
題
の
解
決
に
向
け
、
担
当

部
署
が
相
談
対
応
等
を
行
い
ま
す
。

政
風
会

根
本
　
重
和

本
市
農
業
の
現
状
は

問 
農
業
イ
ン
フ
ラ
施
設
に
係
る

維
持
管
理
の
課
題
は
。

答�
用
排
水
路
や
た
め
池
な
ど
、

農
業
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
農
業
従

事
者
や
地
元
な
ど
が
行
う
、
自
助
、

共
助
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や

減
少
な
ど
、
維
持
管
理
が
困
難
な

状
況
の
地
域
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
施
設
の
老
朽
化
や
損
傷
に

伴
う
機
能
低
下
な
ど
に
よ
り
、
災

害
の
リ
ス
ク
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
維
持
管
理
体
制
の
強

化
及
び
施
設
の
防
災
・
減
災
対
策

等
が
必
要
と
な
る
箇
所
が
多
い
こ

と
な
ど
が
主
な
課
題
で
す
。

消
防
団
員
の
確
保
に向け

て

問 

機
能
別
消
防
団
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
検
討
状
況
は
。

答�

こ
れ
ま
で
の
検
討
状
況
は
、

特
に
20
代
の
団
員
が
少
な
い
こ
と

か
ら
、
入
団
促
進
に
向
け
、
市
内

の
大
学
生
や
専
門
学
校
生
を
対
象

と
し
、
消
防
団
に
対
す
る
印
象
や

認
知
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
大
学
生
等
で
組
織
さ
れ
た
機

能
別
消
防
団
に
つ
い
て
、
他
自
治

体
の
先
進
的
な
事
例
を
参
考
と
し

な
が
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
、
導

入
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。

創
世
会

福
嶋
あ
ず
さ

不
登
校
対
策
の
取
組
は

問 

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
居
場

所
づ
く
り
や
学
習
支
援
な
ど
、
支

援
の
充
実
に
取
り
組
む
民
間
団
体

や
場
所
と
の
連
携
は
。

答�

チ
ャ
レ
ン
ジ
ホ
ー
ム
等
の
整

備
を
進
め
な
が
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

等
に
お
け
る
受
け
皿
づ
く
り
も
進

ん
で
お
り
、
民
間
団
体
等
と
の
連

携
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問 

ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー

ム
の
概
要
は
。

答�

教
職
経
験
の
あ
る
人
材
を
学

校
に
配
置
し
、
児
童
・
生
徒
一
人

一
人
へ
の
学
習
支
援
な
ど
、
継
続

的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問 

ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー

ム
の
今
後
の
増
設
は
。

答�

重
要
な
役
割
を
担
う
も
の
と

考
え
、
県
に
増
設
を
要
望
し
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

○
納
税
貯
蓄
組
合
の
現
状
は

真
政
会

吉
田
　
雅
人

市
議
会
議
員
選
挙
に
お
け
る

投
票
率
向
上
に
向
け
た
取
組
は

問 
令
和
２
年
９
月
13
日
執
行
い

わ
き
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
投
票

率
か
ら
見
た
傾
向
の
評
価
は
。

答�

若
い
世
代
の
投
票
率
が
低
い

中
で
、
こ
れ
ら
の
年
代
を
中
心
に

投
票
を
呼
び
か
け
る
必
要
が
あ
っ

た
と
考
え
ま
す
。
地
区
別
で
は
小

名
浜
が
常
に
低
い
状
況
に
あ
り
、

当
該
地
区
へ
の
対
策
も
必
要
で
あ

っ
た
と
考
え
ま
す
。

問 

評
価
か
ら
令
和
６
年
の
選
挙

に
向
け
て
の
取
組
は
。

答�

若
い
世
代
の
投
票
率
向
上
を

目
指
し
、
未
来
の
有
権
者
育
成
事

業
等
の
継
続
実
施
や
中
学
生
が
製

作
し
た
選
挙
啓
発
動
画
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
で
発
信
す
る
取
組
も
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
小
名
浜
地
区
の
投

票
率
向
上
の
た
め
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
小
名
浜
に
期
日
前
投
票
所
を
設

置
す
る
取
組
を
実
施
し
ま
し
た
。

平
字
田
町
の
飲
食
店
街
で

発
生
し
た
火
災
へ
の
対
応
は

問 

い
わ
き
駅
前
火
災
対
応
タ
ス ▲内郷駅前にできた仮置場（令和５年９月）

【
機
能
別
消
防
団
員
】

　入
団
時
に
あ
ら
か
じ
め
決
め

た
特
定
の
活
動
・
役
割
の
み
に

参
加
す
る
団
員
。

久
之
浜
・
大
久
地
区
の

振
興
に
向
け
た
取
組
は

問 
恒
常
的
な
移
動
手
段
の
確
保

に
向
け
た
取
組
は
。

答�

地
域
に
根
差
し
た
移
動
手
段

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
住
民
の

皆
様
が
運
行
に
主
体
的
に
関
与
す

る
こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
地

域
の
皆
様
と
と
も
に
、
実
証
結
果

の
検
証
・
分
析
を
進
め
、
共
有
す

る
こ
と
で
持
続
可
能
な
移
動
手
段

の
構
築
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

問 

投
票
率
向
上
に
向
け
た
取
組

▲イオンモール小名浜に設置された
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の
効
果
は
。

答�

イ
オ
ン
モ
ー
ル
小
名
浜
に
期

日
前
投
票
所
を
設
置
し
た
こ
と
に

よ
り
、
利
便
性
が
高
ま
り
、
期
日

前
投
票
者
が
増
加
す
る
効
果
が
あ

り
ま
し
た
。
一
方
で
、
全
体
の
投

票
率
は
向
上
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
若
い
世
代
の
投
票
率
も
令

和
２
年
の
選
挙
を
下
回
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
投
票
率
を
向
上
さ
せ

る
ほ
ど
の
効
果
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 

選
挙
に
係
る
広
報
活
動
費
は
。

答�

委
託
費
や
役
務
費
等
の
総
額

は
、
約
８
４
０
０
万
円
で
す
。

問 

削
減
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る

予
算
を
、
別
の
投
票
率
向
上
の
取

組
に
使
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
選

挙
管
理
委
員
会
の
所
見
は
。

答�

投
票
率
向
上
の
た
め
の
取
組

を
強
化
す
る
こ
と
は
、
大
変
重
要

な
こ
と
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
よ
り
効
果
的
な
取
組
を
調

査
・
研
究
し
、
広
報
や
啓
発
の
取

組
に
つ
い
て
見
直
し
を
図
る
な
ど
、

投
票
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

共
産
党
市
議
団

塩
　
　
恭
子

私
立
保
育
園
等
へ
の支援

は

問 

待
遇
改
善
に
つ
な
が
る
私
立

保
育
園
へ
さ
ら
な
る
支
援
強
化
は
。

答�

他
市
の
実
施
状
況
等
を
調

査
・
研
究
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

小
・
中
学
校
ト
イ
レ
へ
の

生
理
用
品
の
設
置
状
況
は

問 

生
理
用
品
の
ト
イ
レ
へ
の
設

置
状
況
は
。

答�

本
年
10
月
末
現
在
、
ト
イ
レ

の
個
室
や
手
洗
い
場
に
、
生
理
用

品
を
設
置
し
て
い
る
学
校
は
、
小

学
校
７
校
、
中
学
校
16
校
で
す
。

問 

今
後
ど
の
よ
う
に
設
置
を
進

め
て
い
く
考
え
か
。

答�

設
置
に
対
し
て
前
向
き
に
捉

え
て
い
る
学
校
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
各
学
校
の
設
置
状
況
等
も

含
め
、
情
報
共
有
を
図
り
、
子
ど

も
た
ち
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た

対
応
を
し
て
い
く
考
え
で
す
。

創
世
会

鈴
木
さ
お
り

農
薬
危
害
防
止
運
動
の

来
年
の
取
組
は

問 

市
も
相
談
窓
口
の
設
置
を
。

答�

農
業
振
興
課
が
相
談
を
受
け
、

県
等
と
も
連
携
対
応
し
て
い
ま
す
。

災
害
対
策
は

問 

避
難
所
と
な
る
体
育
館
出
入

口
へ
の
手
す
り
の
設
置
は
。

答�

改
善
に
向
け
協
議
し
ま
す
。

問 

体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
。

答�

避
難
時
は
、
エ
ア
コ
ン
設
置

教
室
活
用
も
検
討
し
ま
す
。

問 

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
訓
練
は
。

答�

拡
大
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

導
入
し
て
い
る
公
共
施
設
数
は
。

答�

令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
で
、

施
設
の
数
は
１
７
８
件
で
す
。

問 

指
定
管
理
料
制
を
採
用
し
て

い
る
公
共
施
設
の
件
数
は
。

答�

令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
に

お
い
て
、
市
が
指
定
管
理
者
に
、

管
理
料
を
支
払
っ
て
い
る
、
い
わ

ゆ
る
指
定
管
理
料
制
を
採
用
し
て

い
る
施
設
の
数
は
１
６
８
件
で
す
。

問 

指
定
管
理
料
の
推
移
は
、
こ

こ
数
年
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の

か
。答�

過
去
３
年
間
の
指
定
管
理
料

の
推
移
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年

度
が
、
１
８
０
施
設
に
対
し
約
25

億
６
千
万
円
、
４
年
度
が
、
１
７

９
施
設
に
対
し
約
25
億
８
千
万
円
、

５
年
度
が
１
７
６
施
設
に
対
し
約

26
億
３
千
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

毎
年
施
設
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

指
定
管
理
料
の
総
額
は
増
加
し
て

い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

〇
健
康
保
険
証
廃
止
と
廃
止
後
の

対
応
は

〇
人
事
評
価
制
度
に
よ
る
影
響
は

〇
消
防
職
員
の
資
格
取
得
に
対
す

る
昇
給
は

安
心・安
全
な
公
園
等
に

問 

公
園
の
放
射
能
ホ
ッ
ト
ス
ポ

ッ
ト
の
数
値
を
下
げ
る
べ
き
で
は
。

答�

関
係
機
関
に
、
状
況
に
応
じ

た
対
応
を
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

創
世
会

上
壁
　
　
充

指
定
管
理
者
制
度
の現状

は

問 

本
市
で
指
定
管
理
者
制
度
を ▲ペット同行避難訓練の様子

おやこ議場見学会を開催しましたCouncil Tour!

　令和６年11月23日（土）に、小学４年生から小学

６年生とその保護者を対象に「おやこ議場見学会」

を開催しました。今回は、市議会の仕組み等を説明

した動画を御覧いただいた後、議会棟の見学、クイ

ズ探検、議員との交流を行いました。

　当日は、21組49名の皆様に御参加いただきました。 ▲議長室をみんなで見学 ▲最後にみんなで記念撮影
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今
年
の
干
支
は
巳
年
で
す
が
、

そ
の
中
で
も「
乙
巳(

き
の
と
み)

」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
乙
」は

未
だ
発
展
途
上
の
状
態
を
表
し
、

「
巳
」は
植
物
が
最
大
限
ま
で
成
長

し
た
状
態
を
意
味
し
ま
す
。
こ
の

組
合
せ
は
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
や

準
備
が
実
を
結
び
始
め
る
時
期

を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

　
い
わ
き
市
も
様
々
な
課
題
に

挑
戦
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
取
組

が
少
し
で
も
実
を
結
べ
る
年
と

な
る
よ
う
、
議
会
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
　

　
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。

（
議
会
報
編
集
委
員
会
委
員
）

表

紙

写

真

　
日
本
三
古
泉
の
一
つ
と
し
て
知

ら
れ
る「
い
わ
き
湯
本
温
泉
郷
」に

あ
る
源
泉
掛
け
流
し
の
公
衆
浴
場

「
湯
本
駅
前
み
ゆ
き
の
湯
公
衆
浴

場
」は
、
平
成
19
年
に
供
用
開
始

さ
れ
、
令
和
３
年
４
月
に
常
磐
湯

本
財
産
区
か
ら
市
に
移
管
さ
れ
ま

し
た
。
屋
根
の
色
は
、
地
域
の
主

た
る
産
業
で
あ
っ
た
常
磐
炭
鉱
の

石
炭
を
、
ま
た
、
外
壁
の
煉
瓦
は
、

か
つ
て
こ
の
地
に
あ
り
ま
し
た
煉

瓦
工
場
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
洋
風
の

中
に
和
を
取
り
入
れ
た
施
設
で
周

囲
に
溶
け
込
む
こ
と
を
基
本
と
し

た
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　次期定例会は2月20日(木)から3月14日(金)
までの会期で開催される予定です。

月　　日 開会時刻 会議内容
２月20日(木) 午前10時 本会議（初　　日）

２月21日(金)～24日（月） 休 会
２月25日(火)・26日（水）午前10時 本会議（代表質問）
２月27日(木)・28日（金）午前10時 本会議（一般質問）
３月１日(土)～２日（日） 休 会
３月３日(月)・４日（火）午前10時 本会議（一般質問）
３月５日(水）～７日（金）午前10時 常 任 委 員 会
３月８日(土)・９日（日） 休 会

３月10日(月) 午前10時 常 任 委 員 会
３月11日(火) 休 会
３月12日(水) 午前10時 特 別 委 員 会
３月13日(木) 休 会
３月14日（金） 午前10時 本会議（最終日）

※�　日程、開会時刻は質問者数や議事の内容等により、
変更になる場合があります。

次期定例会日程(予定)のお知らせ

　令和６年12月定例会におい
て、「議員定数のあり方及び議
員の長期欠席の取扱いに関す
る検討特別委員会」を設置しま
した。設置された特別委員会委
員の構成は、右のとおりです。

◎蛭田　源治　○鈴木　　演
　草野　大輔　　菅野　宗長
　大峯　英之　　田頭　弘毅
　柴野　美佳　　小菅　　悟
　坂本　　稔　　佐藤　和良
(◎：委員長　○：副委員長)
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議員定数のあり方及び議員の長期欠席の取扱いに関する検討特別委員会の設置

決 算 の 認 定　～ 一 般 会 計 及 び 特 別 会 計 ～

　令和５年度一般会計決算及び特別会計決算の認定に関しては、10月臨時会（10月25日開催）におい
て、２つの決算特別委員会を設置した上で、閉会後、専門的な立場から審査を行いました。
　設置された２つの決算特別委員会委員の構成は、次のとおりです。（◎：委員長　○：副委員長）

◎川崎　憲正　○塩田美枝子　草野　大輔　根本　重和

　長谷川貴士　　塩　　恭子　馬上　卓也　鈴木さおり

　小野　邦弘　　佐藤　和良

◎鈴木　　演　○木田都城子　佐藤不二夫　菅野　宗長

　大峯　英之　　田頭　弘毅　塩沢　昭広　狩野　光昭

　赤津　一夫　　上壁　　充

一般会計決算特別委員会 特別会計決算特別委員会
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